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２月号 

新居浜公民館 
広報部 

３２－８３１２ 
 

   

こ 

よ 

み 
 

 

如 

月 

１
日
（
水
）
新
小 

親
善
球
技
大
会
（
６
年
生
サ
ッ
カ
ー
） 

２
日
（
木
）
老
人
会 

２
日
（
木
）
北
中 

３
年
実
力
テ
ス
ト
～
（
３
日
ま
で
） 

３
日
（
金
）
北
中 

少
年
式 

５
日
（
日
）
古
布
回
収 

１０
日
（
金
）
新
小 

移
動
図
書
館
（
１０
時
２０
分
～
１１
時
） 

１１
日
（
土
）
建
国
記
念
の
日
（
休
館
日
） 

１３
日
（
月
）
民
協
会 

１４
日
（
火
）
北
中 

３
年
進
路
保
護
者
懇
談
会
（
～
１５
日
） 

１４
日
（
火
）
新
小 

新
入
児
童
物
品
販
売
（
１６
時
～
） 

２０
日
（
月
）
え
ん
ぜ
る
っ
こ 

２２
日
（
水
）
広
報
部
会 

２４
日
（
金
）
新
小 

移
動
図
書
館
（
１０
時
２０
分
～
１１
時
） 

２７
日
（
月
）
自
治
会
長
会 

 

       

 

一
年
の
無
病
息
災
や
家
内
安
全
を
願
う
新
春
恒
例
行
事
「
お
水
と

り
」
が
７
日
、
市
指
定
史
跡
「
つ
づ
ら
淵
」
で
行
わ
れ
、
年
男
・
年
女
の

方
々
が
若
水
を
く
み
ま
し
た
。
午
前
６
時
、
提
灯
に
照
ら
さ
れ
た
泉
の

周
り
に
は
、
地
域
の
方
々
が
集
ま
り
、
厳
粛
な
雰
囲
気
で
神
事
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
若
水
を
入
れ
た
樽
を
台
車
に
載
せ
、
一
宮
神
社
に
奉
納
し

ま
し
た
。
若
水
自
治
会
館
で
は
、
つ
づ
ら
渕
の
湧
き
水
で
炊
い
た
「
七
草

が
ゆ
」が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。 

           

「つ
づ
ら
渕
の
名
前
と
歴
史
」 

 

１
２
０
０
年
以
上
も
昔
、
こ
の
あ
た
り
は
「
津
倉
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
「
津
」

は
、
港
や
船
着
き
場
を
表
し
、
奈
良
時
代
に
は
東
大
寺
や
法
隆
寺
の
荘
園
の

米
穀
を
収
納
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
こ
こ
に
は
、
清
水
の
湧
き
出
る
渕
が
あ
り
、
葦 あ

し

の
茂
っ
た
沼
地
と
な
っ

て
い
た
。
こ
の
「
津
倉
」
が
次
第
に
訛
っ
て
、
津
倉
の
渕
「
つ
づ
ら
渕
」
と
な
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。 

 

一
宮
神
社
の
社
史
に
よ
る
と
、
平
安
の
昔
か
ら
、
こ
の
「
つ
づ
ら
渕
」
は
霊
泉

と
し
て
多
く
の
伝
説
が
残
っ
て
お
り
、
ど
ん
な
に
日
照
り
が
続
い
て
も
、
こ
の
泉

は
枯
れ
た
事
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

「お
水
取
り
行
事
の
由
来
」 

 

古
よ
り
、
毎
年
正
月
七
日
の
早
暁
に
、
地
元
の
人
が
集
ま
り
、
つ
づ
ら
渕
か

ら
湧
き
出
る
清
水
を
汲
ん
で
一
宮
神
社
に
お
供
え
し
、
平
和
と
無
病
息
災
を

祈
願
す
る
「
若
水
く
み
」が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
行
事
も
、
昭
和
五
年
こ
ろ

よ
り
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
。 

 

そ
れ
で
も
、
今
か
ら
５０
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
こ
の
辺
り
一
帯
は
、
葦
の
茂
っ
た

渕
と
な
り
、
水
も
豊
富
で
魚
も
住
ん
で
い
た
。
そ
の
つ
づ
ら
渕
が
、
い
つ
の
間
に

か
ご
み
捨
て
場
の
よ
う
に
な
り
、
わ
き
水
も
汚
れ
て
き
た
。 

 

そ
の
様
子
を
見
て
、
何
と
か
昔
の
よ
う
な
清
ら
か
な
つ
づ
ら
渕
に
し
た
い
と
、

町
内
の
有
志
が
集
ま
り
、
昭
和
５０
年
に
「つ
づ
ら
渕
保
存
会
を 

結
成
し
た
。
そ
し
て
、
浄
財
を
募
っ
て
、
昭
和
５１
年
に
は 

約
５５
平
方
メ
ー
ト
ル
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
囲
い
、
小
さ
い 

社
を
造
っ
て
保
存
す
る
と
と
も
に
、
「若
水
く
み
」
も
復
活 

し
た
。
昭
和
５２
年
か
ら
子
供
会
愛
護
班
が
参
加
し
、
行
事 

の
後
は
、
婦
人
会
に
よ
り
「
七
草
が
ゆ
」が
ふ
る
ま
わ
れ
る
。 

「若
水
町
」と
い
う
町
名
も
「若
水
が
湧
き
出
る
町
」と
い
う 

こ
と
で
命
名
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。 

 

福  

一
月
十
三
日
、
公
民
館
主
事
研
修
会
の
中
で
、
新

年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
自
分
の
気
持
ち
や
目
標
、
公

民
館
の
方
向
性
な
ど
、
漢
字
一
文
字
で
披
露
す
る
場

が
あ
り
ま
し
た
。
各
館
、
色
々
な
思
い
入
れ
が
あ
り
、

「
凛
・
笑
・
連
・
祈
・
許
・
実
・
孝
・
減
・
共
・
塩
・
寛
・
紡
・

楽
・
大
・
密
」
な
ど
が
発
表
さ
れ
、
ど
れ
も
素
晴
ら
し
い

一
文
字
ば
か
り
で
し
た
。 

当
館
は
「福
」・・・幸
運
・し
あ
わ
せ
・・ 

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
が
公
民
館

に
来
て
、
福
福
し
く
な
っ
て
い
た
だ
き
、
地
域
活
動
が

「
福
因
福
果
」
と
な
り
ま
す
様
に
、
又
福
島
県
に
元
気

エ
ー
ル
が
届
き
ま
す
よ
う
に
と
、
思
い
を
込
め
て
考
え

ま
し
た
。
・・・ 

 

 

 

 

 

 

放
送
大
学 

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ 

放
送
大
学
で
は
平
成
24
年
度
第
1
学
期
（
4
月
入

学
）の
学
生
を
募
集
中
で
す
。 

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
を
利
用
し
て
授
業
を
行

う
通
信
制
の
大
学
で
す
。 

心
理
学
・福
祉
・経
済
・
歴
史
・文
学
・自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。 

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽

し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の

方
が
学
ん
で
い
ま
す
。 

出
願
期
間
は
2
月
29
日
ま
で
。 

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。 

お
気
軽
に
放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー 

（☎
０
８
９
・９
２
３
・８
５
４
４
）ま
で
ご
請
求
下
さ
い
。 

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。 
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えんぜるっこ(子育て支援事業) 

内 容 「ちょっと早めのひな祭り」 

と き 平成２４年２月２０日(月) 

 午前 10時～ 

ところ   新居浜公民館 １階和室 

対象者 新居浜校区にお住まいの 

親子（乳幼児･未就園児） 

問合せ  主任児童民生委員   

  青野光代（35－1800） 

 

第５２回 新居浜市公民館大研究大会 
期  日 平成２４年３月３日（土） 

場  所 新居浜市市民文化センター 中ホール 

主  催 新居浜市公民館連絡協議会 新居浜市教育委員会 

大会主題「地域が創る公民館をめざして」 

サブテーマ～地域の誇りと絆をどう育てるか～ 

日  程  ９：００～ ９：２０ 受付 

       ９：２０～１０：００ 開会行事 

      １０：００～１０：１０ 休憩 

      １０：１０～１２：００ シンポジウム 

     事例発表（角野公民館・若宮公民館・浮島公民館） 

コーディネーター 愛媛大学名誉教授 讃岐 幸治先生 

（愛媛県公連専門委員会委員） 

１２：００～閉会行事 

 

２０１１年度差別をなくする市民の集い 

～ハートＦＵＬＬ新居浜～ 
日  時 平成２４年２月１１日（土） 建国記念の日 

      １３：００ 開場 １３：３０開演 

場  所 新居浜市市民文化センター 中ホール 

内  容 第１部 「笑顔甲子園」 

      第２部 人権啓発劇 

           「おばあちゃん、いなんといて」 

          ～愛を感じていますか～ 

入場料 無料（入場整理券が必要です。尚、入場整理券は

公民館又は人権擁護課に置いてあります。） 

問合せ 新居浜市役所人権擁護課 ０８９７－６５－１２４３

（ちょ 

 

お知らせ ３月１８日にお別れ遠足で「松山城と道後温泉」 

へ行きます。参加ご希望の方は、早目にお申し込み下さい。 

参加費１，０００円です。（先着順とさせていただきます。） 

 

 

料理教室とリトミックの様子です。 

 今日、凧上げ大会がありました。時々、飛んだり、落ちたり

しました。飛ばす時は、すごく走って疲れたけど、飛んだ時

は、うれしかったです。凧上げは、風の向きやどっち向きに

飛ばすか、チームワークが問われて、すごくむつかしかった

です。途中で飛ばなくなったけど、最後まで頑張ったので、

より高く飛びました。新居浜小学校６年２組は「デッカイで賞」

で６年１組は「大会長賞」をもらいました。すごくうれしかった

です。最後にもらったタオルは、大事に使いたいと思いま

す。 

天高く 龍のごとく 凧がまう 

                       ６年１組 秋月 清か 

 今日、凧上げ大会がありました。最初は、少ししか上がり

ませんでしたが、おもいっきり走るとだいぶ上がるようになり

ました。ほかのチームは空高くきれいに上がっていました。 

 糸をもって走るのは、とてもしんどかったけど、楽しかった

です。途中で糸が木にひっかかり、からまってしまいまし

た。残り時間が、少なくなりましたが、みんなで協力すると

一番高い所まで上がっていきました。とてもきれいでした。 

 結果「デッカイで賞」でした。とてもうれしかったです。 

 来年の６年生にもがんばってほしいです。 

                  ６年２組   秋山 奈穂 

１月１５日（日）冬の風物詩である、新居浜凧上げ

大会が、マリンパーク新居浜で開催されました。 

新居浜小学校６年生児童は各クラスで大凧を作成

し、エントリーしました。 

凧がなかなか、風に乗れず、悪戦苦闘しながら、

みんなが力を合わせて、がんばりました。 

約１０５の参加凧の中から新居浜小６年１組は、 

「大会長賞」を、６年２組は「デッカイで賞」を見事獲得

しました。おめでとうございます。 

下記に児童の感想文を載せています。 

 

６
年
１
組
の
皆
さ
ん
で
す
。 

６
年
２
組
の
皆
さ
ん
で
す
。 

 

 

 

 

 

介護教室のお知らせ 
開催日時  平成２４年３月２日（金） 
        午後１３時３０分～１４時３０分 
開催場所  新居浜公民館１Ｆ和室 
対象者    （新居浜市在住の方） 
内  容   高齢者のための口腔ケア 
講  師   日本訪問歯科協会 
        今井歯科医院 今井医師 
お申込み・お問い合わせ先 
    地域包括支援センター相談協力機関医師会 
         ３４－５６７５（橋本・片岡）  
 


